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UBA52/RPS27A/UBB/UBC

UBB; Polyubiquitin-B; UBC; Polyubiquitin-C; RPS27A; UBA80; UBCEP1; Ubiquitin-40S
ribosomal protein S27a; Ubiquitin carboxyl extension protein 80; UBA52; UBCEP2; Ubiquitin-
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、最も保存性の高いタンパク質として知られるユビキチンをコードしています。ユビキチンは、細胞タンパク質を26Sプロテオソームによる分解の標的とすることに重要な役割を果たしています。また、クロマチン構造の維持、遺伝子発現の調節、ストレス応答にも関与しています。ユビキチンは、ポリユビキチン鎖、または無関係なタンパク質に融合した単一のユビキチン部分からなる前駆体タンパク質として合成されます。この遺伝子は、スペーサー配列のないユビキチンコード配列の3つの直接的な繰り返しで構成されています。その結果、このタンパク質は、最後の繰り返しの後に最後のアミノ酸を持つポリユビキチン前駆体として発現されます。アルツハイマー病およびダウン症候群の患者で、このタンパク質の異常型が検出されています。この遺伝子の偽遺伝子は、1番、2番、13番、および17番染色体上に位置しています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq により提供]機能:モノマーまたはリジン結合ポリマーとして標的リジンに共有結合できるタンパク質修飾子。Lys-48 結合ポリマーとしてタンパク質に結合した場合、通常はプロテアソームによる分解が起こります。モノマーまたは代替結合ポリマーとしてタンパク質に結合した場合はプロテアソームによる分解は起こらず、クロマチン構造の維持、遺伝子発現の調節、ストレス応答、リボソーム生合成、DNA 修復など、さまざまな機能に必要である可能性があります。,その他:このリボソームタンパク質は、ユビキチンの C 末端延長タンパク質 (CEP) として合成されます。,その他:ユビキチンは、正確な頭尾反復配列を持つポリユビキチン前駆体として合成され、反復数は種や株によって異なります。種によっては、最後の反復配列の後に最後のアミノ酸があり、ヒトの場合は Val です。一部のユビキチン遺伝子には、リボソームタンパク質（L40 または S27a）に融合したユビキチンの単一コピーが含まれています。,PTM: 組み立てに使用されるリジンに応じて、いくつかの種類のポリマー鎖を形成できます。,類似性: リボソームタンパク質 S27Ae ファミリーに属します。,類似性: ユビキチン ファミリーに属します。,
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	ユビキチン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Ubポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

